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１．趣旨  

松阪市建設部都市計画課（以下、「都市計画課」という。）では、平成 20年 3 月に策定し

た「松阪市都市計画マスタープラン」について令和 7 年に目標年次を迎えることから、松阪

市の現状や課題の整理を行い、住民の意見を反映させながら松阪市全体の将来像や土地利用

の方向、地域別のまちづくりの方針等を関連計画との整合を図りつつ社会情勢の変化に対応

した新しい計画を策定します。平成 31年 3月に策定した「松阪市立地適正化計画」につい

ては、令和 2年 6月 10 日付の都市再生特別措置法（平成 14年法律第 22 号）の改正で新た

に策定を求められた「防災指針」の作成を行うとともに、立地適正化計画が概ね 5 年毎に評

価・見直しが必要なことから、現行計画の評価・見直しも行います。 

本業務を行うにあたり、事業内容に関する十分な専門的知識が求められることから、専門

的なノウハウを持ち、効率的で質の高い業務を行うことができる事業者を公募型プロポーザ

ルにより募集いたします。 

 

２．業務の内容 

（１）名 称 

松阪市都市計画マスタープラン策定及び松阪市立地適正化計画見直し等業務委託 

（２）内 容 

   詳細は別紙「特記仕様書」のとおりです。 

（３）契約期間 

 契約の日から令和８年３月１６日までとします。 

  

３．参加資格条件 

プロポーザルに参加する者は、松阪市都市計画マスタープラン策定及び松阪市立地適

正化計画見直し等業務委託の目的を理解し、本業務に関する実績と能力がある企業で、

参加資格審査申請日から本契約締結日までの間において、次に掲げる項目をすべて満た

していなければなりません。 

（１）地方自治法施行令（昭和 22年政令第 16 号）第 167 条の 4第 1項の規定に該当しな 

いこと。 

（２）松阪市契約規則（平成 17 年規則第 64号）第 3 条第 1項の規定に該当しないこと。 

（３）松阪市競争入札参加有資格者名簿（測量・建設コンサルタント関係）に登録されて 

いる市内、準市内及び県内業者であること。 

（４）松阪市建設工事等指名（入札参加資格）停止措置要領（松阪市告示第 150 号）に基 

づく指名停止期間中でないこと。 

（５）国税、地方税を滞納していないこと。 

（６）法人格を有し、本業務を円滑に遂行できること。 

（７）建設コンサルタント登録規程による都市計画及び地方計画部門登録があり、過去 10

年間（平成 25年度～令和 4 年度）に、官公庁発注の業務で元請としての「市町村都

市計画マスタープラン」の策定業務の完了実績および都市再生特別措置法における防

災指針の作成を含めた「立地適正化計画」の策定等業務の受注実績または完了実績を

有すること。 
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（８）配置予定技術者については、管理技術者、担当技術者及び照査技術者を配置するこ

ととし、管理技術者、担当技術者及び照査技術者は次のいずれかの資格を有する者

とする。また、参加申請書に記載された所属の企業に常時雇用されている者とす

る。 

ア 管理技術者 

・技術士（建設部門：都市及び地方計画）又は（総合技術監理部門：建設－都市及

び地方計画） 

イ 担当技術者及び照査技術者 

    ・技術士（建設部門：都市及び地方計画）又は（総合技術監理部門：建設－都市及

び地方計画） 

    ・ＲＣＣＭ（都市計画及び地方計画部門に限る） 

なお、管理技術者、担当技術者及び照査技術者は各々兼任できないものとする。 

（９）配置予定技術者の管理技術者は、「市町村都市計画マスタープラン」策定業務の完了

実績および防災指針の作成を含めた「立地適正化計画」の策定等業務において、管

理技術者として業務に従事した実績（履行中を含む）を有すること。また、担当技

術者は、「市町村都市計画マスタープラン」策定業務の完了実績、防災指針の作成を

含めた「立地適正化計画」の策定等業務において、管理技術者又は担当技術者とし

て従事した実績（履行中を含む）を有すること。 

  ※いずれの業務も官公庁発注のものとする。 

 

  

４ 提案上限額について 

〔提案上限額〕  22,570,000 円（消費税及び地方消費税相当額を除く） 

※なお、上限額を超えての提案は無効とします。 

 

５．企画提案にあたっての留意事項について 

（１）プロポーザル実施要領等の承諾 

      参加希望者は、参加申請書の提出をもって、プロポーザル実施要領等の記載内容を承

諾したものとみなします。 

  （２）プロポーザル参加費用の負担 

プロポーザル参加に要する費用は、参加者の負担とします。 

（３）提出書類の取扱い 

提出された書類については変更できないものとし、採用・不採用に関わらず返却は

しません。 また、提出書類については、松阪市情報公開条例に基づき、情報公開の対

象となります。 

  （４）提供資料の取扱い 

   市から提供する資料は取扱いに注意するとともに、無断で当プロポーザルに係る検討

以外の目的で使用することを禁止します。 

（５）提案の無効 
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 次のいずれかに該当するときは無効とします。 

ア 資格要件を欠くもの。 

イ 提出書類に虚偽の記載があったと認められるもの。 

ウ 審査の公平性に影響を与える行為があったとき。 

エ 信義に反する行為があったとき。 

オ その他選考に係る不正行為があったもの。 

（6）その他 

プロポーザル実施要領及び仕様書に定めるもののほか、応募にあたっては仕様の変

更があった場合には、参加希望業者に通知します。 

  

６．契約保証金について 

契約予定者は、契約を締結する際に納付書を添えて契約金額の１００分の１０以上の契

約保証金を納付しなければなりません。ただし、松阪市契約規則第３１条に基づき全部又

は一部を免除する場合があります。なお、納付の方法は、担保として提供された証券等現

金以外の方法もあるため、都市計画課と協議すること。 

  

７．参加申請・提出書類について 

（１）所管課（申請書等の提出先） 

松阪市役所 建設部 都市計画課  

    〒５１５－８５１５ 三重県松阪市殿町１３４０番地１（第１分館） 

    ＴＥＬ ０５９８（５３）４１６８  

ＦＡＸ ０５９８（２６）９１１８  

    E-mail：tos.div@city.matsusaka.mie.jp  

 

（２）プロポーザル実施スケジュール  

    公告期間（閲覧期間）           ５月２２日（月） ～ ６月 ５日（月） 

参加申請にかかる質問提出期限                     ５月２９日（月） 

 参加申請にかかる質問回答期限                       ６月 １日（木） 

 参加申請書提出期限                                 ６月 ５日（月） 

参加資格審査結果通知日                             ６月 ６日（火） 

※一次審査実施通知日                               ６月 ６日（火） 

（参加申請者が多数の場合、一次審査を行います）  

企画提案書及び提案見積書等にかかる質問提出期限     ６月１２日（月） 

企画提案書及び提案見積書等にかかる質問回答期限     ６月１５日（木） 

※一次審査書類提出期限（一次審査実施の場合）       ６月１６日（金） 

※一次審査結果通知日（一次審査実施の場合）         ６月３０日（金） 

参加辞退届提出期限                                 ７月１３日（木） 

企画提案書及び提案見積書等提出期限                 ７月１３日（木） 

mailto:.div@city.matsusaka.mie.jp
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業者プレゼンテーション・ヒアリングの実施           ７月下旬（予定） 

最優秀提案者の決定                                 ８月上旬（予定） 

業務委託契約締結                                   ８月上旬（予定） 

 

（３）プロポーザル実施要領等の閲覧期間及び閲覧場所 

     閲覧期間：令和５年５月２２日（月）～令和５年６月５日（月） 

     ※土曜日、日曜日及び国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定

する休日を除く午前８時３０分から午後５時１５分まで。 

  閲覧場所：（１）に同じ 

   ※市のホームページよりダウンロードすることも出来ます。 

http://www.city.matsusaka.mie.jp/ 

（４）参加申請書の提出期限、提出場所及び提出方法 

提出期限：令和５年６月５日（月）午後５時までに（必着） 

提出場所：（１）に同じ 

提出方法：持参、郵送（書留郵便に限る）、または宅配便による。 

※郵送または宅配便の場合は、事前に担当課まで連絡をしてください。 

提出書類： 

ア 参加申請書（様式第１号） 

イ 事業者概要（沿革，代表者の履歴等）・・・（任意様式） 

ウ  業務実績調書（様式第２号）及び契約書の写し等 

  ・テクリス又は地方公共団体と締結した契約書の写し等 

エ 納税に関する証明書（発行から３か月以内のもの） 

・市区町村税の完納を証明する書類 

・「法人税」及び「消費税及び地方消費税」について未納税額のない証明 

（納税証明書様式その３の３ 写し） 

※ 提出書類は、証明書等を除きＡ４版とします。 

（５）参加申請質問にかかる提出期限 

令和５年５月２９日（月）午後５時までに（必着） 

※質問の要旨を質問書（様式第６号）に記載し、松阪市建設部都市計画課に原則とし

てメール（ファクシミリでも可）で送信してください。 

（６）参加申請質問にかかる回答期限 

 原則として、令和５年６月１日（木）までに質問者にのみ随時回答します。 

（７）参加資格審査結果通知日（※参加資格者の決定） 

通知日：令和５年６月６日（火） 

通知方法：メールにより各社へ送信します。 

※参加申請者が多数の場合、一次審査実施の通知を行います。 

（８）一次審査実施通知日（一次審査実施の場合のみ通知します） 

http://www.city.matsusaka.mie.jp/
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  通知日：令和５年６月６日（火） 

通知方法：メールにより各社へ送信します。 

（９）企画提案書及び提案見積書等にかかる質問提出期間 

令和５年６月１２日（月）午後５時までに（必着） 

※質問の要旨を質問書（様式第６号）に記載し、松阪市建設部都市計画課に原則とし

てメール（ファクシミリでも可）で送信してください。 

（１０）企画提案書及び提案見積書等にかかる質問回答期限 

 原則として、令和５年６月１５日（木） までに、質問者にのみ随時回答します。 

（１１）一次審査書類提出期限、提出場所、提出方法及び記載内容等 

    ※一次審査実施の場合は、以下の書類を提出期間までに提出してください。 

    また、一次審査を実施しない場合は、企画提案書及び提案見積書を提出期間に提出し

てください。 

提出期限：令和５年６月１６日（金）午後５時までに（必着） 

提出場所：（１）に同じ 

提出方法：持参、郵送（書留郵便に限る）、または宅配便による。 

※郵送または宅配便の場合は、事前に担当課まで連絡をしてください。 

 提出書類： 

ア  業務実施体制（様式第７号）及び予定技術者の資格書の写し等 

・「３．参加資格条件の（8）」に該当することがわかる書類の写し等 

イ  予定技術者業務実績（様式第８－１号、第８－２号） 

ウ  業務実施方針・業務フロー（様式第９号） 

エ  工程計画（様式第１０号） 

（１２）一次審査結果通知日（一次審査実施の場合のみ結果を通知します） 

 通知日：令和５年６月３０日（金） 

 通知方法：メールにより各社へ送信します。 

（１３）企画提案書及び提案見積書等提出期限、提出場所、提出方法及び記載内容等 

  提出期限：令和５年７月１３日（木）午後５時までに（必着） 

提出場所：（１）に同じ 

提出方法：持参、郵送（書留郵便に限る）、または宅配便による。 

※郵送または宅配便の場合は、事前に担当課まで連絡をしてください。 

※一次審査実施の場合においても、企画提案書及び提案見積書提出期限について、ス

ケジュール通りとしますので、ご留意ください。 

 提出書類： 

ア 企画提案書 （様式第３号を含む） 

イ 提案見積書 （様式第４号） 

ウ 業務実施体制（様式第７号） 

エ 予定技術者業務実績（様式第８－１号、第８－２号） 
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オ 業務実施方針・業務フロー（様式第９号） 

カ 工程計画（様式第１０号） 

キ 付属資料（任意） 

        ※ウ、エ、オ、カの書類について、一次審査で提出済みの場合は、再提出は不要で

す。 

【企画提案書作成上の留意事項】 

ア 業務実施体制において、配置予定の管理技術者、担当技術者、照査技術者を記

載してください。担当技術者を複数配置する場合は、評価対象とする担当技術

者を明記してください。 

イ 管理技術者については、同種業務経歴を最大５件まで記載すること。 

担当技術者については、同種業務経歴を最大３件まで記載すること。 

ウ 企画提案書の様式は、Ａ４縦長横書き両面としてください。 

エ １部は袋綴じし「正本」とし、社名を表紙に記載した上で、本市の競争入札参

加資格者登録に使用した印鑑を押印してください。 

なお、提案者にかかる担当者名及び連絡先等を必ず明示してください。 

オ 印を押さない（※社名は一切削除してください。）企画提案書を「副本」とし

て１０部作成し、電子媒体１部を添付してください。電子媒体には、紙媒体で

提出する文書すべてを含めてください。電子媒体は、ＰＤＦ形式または、

Microsoft Office 形式としてください。 

カ 企画提案書の最初のページは、別紙様式第３号「企画提案書」としてくださ

い。 

キ 企画提案書は、松阪市都市計画マスタープラン策定及び松阪市立地適正化計画

見直し等業務委託公募型プロポーザル実施要領にある審査評価項目の評価着眼

点の項目に沿って、提案内容を分かり易く具体的に記述してください。その

他、仕様書に従って積極的な提案を行ってください。 

ク 企画提案書は、全部で５０ページ以内に収めてください。また、必ずページ番

号を表記してください。 

ケ 仕様書に記載している内容以外に、この業務の目的を達成するための有効な方

法がある場合は、積極的に提案を行なってください。 

コ 提案見積価格に加算していない有料オプションなど、別途費用を必要とするも

のの企画提案書への記載は受け付けません。 

   

【提案見積書記載上の留意事項】 

ア 提案見積書は、別紙様式第４号に従い作成してください。 

イ 提案見積額は、消費税及び地方消費税相当額１０％を除いた金額を記載してく

ださい。 

ウ 提案見積書は、企画提案書とは別に作成してください。 

エ 提案見積書については、本市の競争入札参加資格者登録に使用した印鑑を押印

してください。 
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オ 件名は横書きで、「松阪市都市計画マスタープラン策定及び松阪市立地適正化

計画見直し等業務委託」としてください。 

カ 提案見積書提出の際は封筒に入れ、封筒に封印、封緘（封の糊付け）、封筒の

継ぎ目に 封印（押印）してください。印は、本市の競争入札参加資格者登録 

に使用した印鑑を使用し、封筒の継ぎ目３ヵ所へ押印してください。 

 

【参考例】 提案見積書用封筒（表） 提案見積書用封筒（裏） 

 

【無効提案（見積り）】  次の各号のいずれかに該当する提案（見積り）は無効とします。 

ア 提案者が同一事項の提案（見積り）に対し、二以上の提案（見積り）をしたと

き。 

イ 提案見積書の金額、氏名、印影、若しくは重要な文字の誤脱、又は識別しがた

い提案（見積り）。 

ウ 提案見積価格に関して、桁まちがい等、提案者から誤記との意思表示がなされ

た場合。 

エ 提案者が提出期限までに企画提案書・提案見積書を提出しないとき。 

オ 前各号に掲げるもののほか、価格提案に関する上限に違反したとき。 

カ 提案見積書用封筒に封緘（封の糊付け）、封印のないもの。 
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８．審査方法について 

（１）審査委員会 

  松阪市都市計画マスタープラン策定及び松阪市立地適正化計画見直し等業務委託プロポ

ーザル審査委員会（以下「審査委員会」という。）で審査し、最優秀提案者を選定しま

す。 

（２）一次審査 

参加申請提出者が多数の場合には、一次審査を行います。 

参加申請提出者は、一次審査に必要な書類（７．参加申請・提出書類について（11）を

参照）を提出期限までに提出してください。 

審査委員会において、参加資格要件を確認するとともに、予定技術者、業務の実施方

針・業務フロー・工程計画を評価要領（別表１）により審査し、得点の高い方から５者

程度を選定します。 

参加申請の提出者が５者以下の場合は、一次審査は行いません。 

（３）プレゼンテーション・ヒアリングの実施 

管理技術者は必ず出席するものとし、管理技術者を含め３名までとします。 

持ち時間は、プレゼンテーション１５分以内、質疑応答１５分以内の計３０分以内を予

定しています。スライド用のパソコンは持参して下さい。プロジェクター及びスクリー

ンは市で用意します。なおプレゼンテーションと質疑応答の時間の内訳は変更となる場

合があります。 

プレゼンテーション・ヒアリングの実施日時、会場については別途通知します。また、

新型コロナウイルス感染症対策のため、会場でのプレゼンテーションが実施できない場

合は、web 会議等により実施します。 

（４）評価基準 

仕様書で指定する松阪市都市計画マスタープラン策定及び松阪市立地適正化計画見直し

等に係る委託業務を十分遂行できる事業者であることが必須条件であり、本市に合った

松阪市都市計画マスタープラン策定及び松阪市立地適正化計画見直し等の業務であるか

を評価します。 

企画提案書の各評価項目の配点及び配分は別表１（各項目の評価要領）のとおり。各評

価項目の評価点の計算は別表２（各評価項目の計算方法）のとおり。なお、算出した評

価点に小数点が出た場合は切り捨てとします。 

評価の結果、評価点の合計が１００点満点中６０点に満たない者は最優秀提案者としま

せん。 

また、次の要件に該当した場合は、選定審査の対象から除外します。 

ア 選定審査に関する不当な要求等を申し入れた場合 

イ 提出書類に虚偽又は不正があった場合 

ウ 提出書類等の提出期間を経過してから提出書類等が提出された場合 

エ 複数の申請を行い又は複数の事業計画書を提出した場合 

オ 提出書類を提出後に事業計画の内容を大幅に変更した場合 

カ その他不正行為があった場合 

（５）選定結果の通知 
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選定の結果は、全ての参加者に書面で通知します。なお、審査の公正・透明性を図るた

め選定結果を公表します。 

９．参加辞退について 

参加申請書提出後、辞退する場合は、指定の様式・参加辞退届（様式第５号）を使用し、

参加辞退届の提出期限（令和５年７月１３日（木）午後５時までに必着）までに、松阪市建

設部都市計画課へ提出してください。参加辞退は自由であり、辞退しても以後における不利

益な扱いはありません。郵送される場合は必ず書留、簡易書留、特定記録郵便、または宅配

便としてください。 

 以上  


